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研究成果の概要（和文）：本研究では，「21世紀型能力」に着目し，ものづくり授業において生徒が主体的・能
動的に課題解決に取り組む能力の育成カリキュラムを開発することを目的とした。小中学校における授業モデル
を作成し，実践・評価した。技術科の授業（小学校のものづくりも含む）において，「将来，役に立つ」という
将来の生活とのつながりを明らかにすることで感じる学習の意義が，生徒にとって学習を定着するうえで重要で
あることへの知見を得ることができた。また，技術科教育の必要性についてのワークショップ及び講演会を開催
した。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on “abilities for the 21st century" and aims to develop 
a curriculum to cultivate the ability of students to independently and actively work on problem 
solving in manufacturing classes. I have developed a class model for elementary and junior high 
schools, and have practiced and evaluated it. Insight could be gained that the significance of 
learning, which is understood by making clear the connection between technology education classes 
(including manufacturing classes in elementary schools) and “their usefulness for the life in the 
future,” is important for students to retain what they learned. In addition, I held workshops and 
lectures on the necessity of technical arts education.

研究分野： 科学教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
新学習指導要領が改定され，学校教育において，自ら課題を発見し，主体的・協働的に知識やスキルを活用し，
課題への最適解をつくり出すような課題発見・解決学習が求められている。本研究では，授業において問題解決
を振り返る場面を設け，自らの学びの成果を自覚させ，次の学びに主体的に取り組むよう授業を実践した。これ
らの実践は，生徒が学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，見通しを持
って粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」を実現するための参考にな
ると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
知識・技能の習得を学びのゴールとするのではなく，状況や課題に応じてそれらを活用し，他

者とコミュニケーションを取りながら協働的に問題解決にあたる資質・能力（21 世紀型能力）
が必要とされる時代を迎えている。このような社会を背景として，「何を知っているか」を学力
の中心にする教育から，「実生活や実社会においていかに知識や技能を活用して問題が解決でき
るか」を育成すべき力の中核に捉える教育への転換が求められている。世界の国々でも「21 世
紀型スキル」や「キー・コンピテンシー」など，資質・能力の教育と評価が教育の在り方に大き
な影響を与えている。この資質・能力の育成は，教育基本法の理念である人格の完成や，平和で
民主的な国家及び社会の形成に必要な資質を備えた国民の育成につながる。そしてこのことは，
確かな学力，豊かな心，健やかな体の調和を重視する「生きる力」を育むことの重要性を改めて
示すものでもある。21 世紀型能力は，「思考力」と「実践力」を関連づけることによって，学ん
だことを価値づけしたり，実生活（社会生活）における意味ある行為へつなげたりすることを意
識している。これにより，思考力と実践力，認知面と情意面を統合的に捉えた教育目標を提起す
ることができる。21 世紀型能力は，知と心身の発達を総合した学力をこれからの社会の中でど
う働かせていくかを示しており，このことは人間形成につながるものと考える。そこで，技術教
育を主軸とした中学生と高校生が主体的・能動的に課題解決に取り組む能力の育成を検討し，将
来の社会生活に向けた課題解決能力の育成を図るカリキュラムを開発するために，「21 世紀型能
力」に着目することとした。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，「21 世紀型能力」に着目し，技術教育を主軸とした中学生と高校生が自ら課題を
発見し，主体的・協働的に知識やスキルを活用し，課題への最適解をつくり出すような課題解決
に取り組む能力の育成を目指した授業実験を試みる。そして，将来の社会生活に向けた課題解決
能力の育成カリキュラムを開発することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 研究の組織として「理論研究チーム」と「研究実践チーム」を設置した。理論研究チームは，
国立・私立大学の教員で組織し，技術科の内容「Ａ 材料と加工の技術」，「Ｂ 生物育成の技術」，
「Ｃ エネルギー変換の技術」，「Ｄ 情報の技術」のそれぞれの専門分野を担当する。さらに「技
術科教育班」と「21世紀型能力班」に分けた。理論研究チームが中心になって推進するが，具体
的な授業をイメージ化しやすくするための授業モデルの開発が不可欠である。そのために公立
の中学校・高等学校の教員，及び附属学校教員が開発・実践を主に担う研究実践チームを別に組
織し，教材開発及び指導方法の工夫について授業実践から検証する。 
1) 21 世紀型能力（スキル）育成のため主体的な学びが求められていることについて，技術科教
育の立場から，題材の検討や技術科の学習の意義・意味についての概念の整理と交流を行う。 
2) 21 世紀型能力（スキル）について，諸外国（具体的にはアメリカ等）の事例を調査し比較す 
ることを通して，技術科教育における求められる理念や教材開発，及びカリキュラム開発，授業 
実践上の課題を吟味する。 
3) 21 世紀型能力に着目し，技術教育を主軸とした中学生と高校生が主体的・能動的に課題解決 
に取り組む能力の育成について検討し，将来の社会生活に向けた課題解決能力の育成カリキュ 
ラムを開発し授業実践，及び評価する。加えて，21 世紀型能力（スキル）の育成，学校教員及 
び教員養成課程の学生を対象とするワークショップを開催する 
 
４．研究成果 
（1）平成 29年度の研究成果 
➀ 理論研究については，技術科教育の立場から，題材の検討や技術科の学習の意義・意味につ
いての概念の整理と交流を行った。21 世紀型能力の理論面での海外調査として，共同研究の期
待できる米国の 3大学（NY州立大学，IL州立大学，MN 大学）を訪問し，情報収集と打ち合わせ
を実施した。NY 州立大学では，共同研究者と打ち合わせにおいて STEM 教育 Standard の分析，
カリキュラム開発，教育実践効果の測定を共同で実施することを確認し，次年度に向けた準備を
進めることになった。MN大学では STEM センターを訪問し，本事業を推進する際の連携協力体制
を構築した。 
➁ 学習の意味･意義（学習レリバンス）を生徒に実感させることについては，大学生の技術科に
対する意識の分析を行い，技術科の学習レリバンスについて検討し，新学習指導要領を踏まえた
今後の技術科教育の指導について考察した。今回のアンケート調査の結果から，大学生の技術科
に対する意識や学習レリバンスなどを把握することができた。今後の技術科教育の指導につい
て，「将来的レリバンス」を感じている学生でも「現在的レリバンス」を感じていない，つまり
技術科が面白いと感じていない学生が約 25％おり，「将来的レリバンス」を感じているから技術
科の意識やイメージが高いと判断することは難しいと考える。そのため，「将来的レリバンス」
を感じさせる授業や指導だけでは技術科の意識やイメージを高めるためにはまだ不十分である
と考えられる。これらのことから「現在的レリバンス」を重視する必要があることがわかった。 
➂ 小学校ものづくり活動において，児童が刃物の使用方法に対してどのように考えているのか，



どういったところに注目しているのか思考ツールとして用いるワークシートや授業時の言葉の
やり取りを記録し，使用方法についての思考過程を明らかにすることを目的とし，各使用方法そ
れぞれに，児童らの思考を取り入れた指導をしていく必要があることがわかった。本授業実践で
明らかとなった児童の思考は指導の際の着目点や留意点となると考える。 
④ 課題解決的なカリキュラムの作成については，タービンコンテスト，及び紫外線測定器の教
材開発の授業実践を行った。タービンコンテストの授業では，技術科の主体的・対話的な学びや
資質・能力を育む指導法やパフォーマンス評価を行った。紫外線測定器製作の授業実践では，生
徒の関心・意欲・態度及び，知識・理解において，開発した題材の有効性が示唆された。  
⑤ 学校教員及び教員養成課程の学生を対象とするワークショップを開催した。参加者全員でＢ
Ｓ法により「技術科の学習で子どもたちに付けたい力」をあげ，それをＫＪ法で整理した。そし
て「子どもにつけさせたい力をどうやって達成していくのか」について，ワークショップでグル
ープ討議を行い，全体会で発表し共有した。参加者も大学院生，学部生，大学教員，京都府・京
都市中学校教員などに加えて，京都教育大学を目指している高校生の参加もあり，いろいろな立
場での意見交流ができた。 
 
（2）平成 30年度の研究成果 
➀ 理論研究として，21世紀型能力を育成するための主体的な学びが求められていることについ
て，探究学習に取り組んでいる先進校視察や文献研究を行った。また，課題解決能力の育成カリ
キュラムを開発するための題材開発，授業実践を行った。さらに，開発研究に関しては，合同研
究会において主体的・協働的な学習，授業のイメージを理論研究チームと研究実践チームで共有
し，技術科教育班はそれを承けた授業構成のあり方の検討を行った。 
➁ 中学校における授業モデルの作成，実践・評価として，小学校図画工作科において，中学校
技術・家庭科技術分野との連携を進めることを目的とし，技術的なのこぎり指導を加えた教材の
授業実践を行い，それによる児童の工具への意識・技能の向上を調査し,検証した。児童にのこ
ぎりの扱い方に慣れさせるとともに，児童にものづくりに対する喜びや達成感，学習の意義を感
じさせることをねらいとした。本授業実践によって，題材であるランプシェード A における，の
こぎりの使用方法の理解が深まり，技能が向上した。特にのこぎりに対する苦手意識の改善が大
きく見られた。また，木材加工に対する自信や興味・関心の向上も同様に得られた。このことか
ら，図画工作科と技術科との接続へ向けた題材としての有用性を検証することができた。 
➂ 課題解決的なカリキュラム作成については，ブリッジコンテスト，タービンコンテスト，計
測・制御における自動運転システムコンテストを行った。これらのコンテストをとおして，技術
科の主体的・対話的な学びや資質・能力を育む指導法やパフォーマンス評価とルーブリックの活
用についての授業実践を行った。そして，学んだことを活かしてパフォーマンス課題に取り組む
中で，生徒が構造やエネルギー変換，制御に対する考え方の変容が見られた。さらに，内容Ｃ_
エネルギー変換の技術から「LED を活用した製品の評価・活用」を取り上げて問題解決ができる
ような授業実践を行い，対話的な活動や問題解決へ向かう過程を体験させることができた。 
④ 学校教員及び教員養成課程の学生を対象とするワークショップを開催した。ワークショップ
では，教員養成課程の学生が考案した製作題材について，参加者全員で意見交流を行い，相互に
助言していった。参加者も大学院生，学部生，大学教員，京都府・京都市の中学校教員，附属中
学校教員などに加えて，京都教育大学産業技術科学科を目指している高校生の参加もあり，いろ
いろな立場での意見交流ができた。 
 
（3）平成 31（令和元）年度の研究成果 
➀ 課題解決的なカリキュラム作成については，公立中学校において，ブリッジコンテスト，タ
ービンコンテスト，計測・制御の基本的な学習を行い，学んだことを活かしてパフォーマンス課
題に取り組む中で，生徒が制御に対する考え方の変容が見られた。また，附属小中学校において
「micro:bit」を使用したプログラミングの学習意欲を喚起する授業実践，小学校技術科におけ
るプログラミング学習の授業実践，及び図画工作科におけるのこぎり指導の授業実践など，小中
学校における授業モデルを作成し，実践・評価した。さらに，附属中学校において，「暗くなる
と点灯する仕組みを知り，回路図で表すことができる」をテーマに，グループで協力して新しい
回路の設計を行うことができた。新しい回路を設計する中で，友だちとの練り合いや練り上げを
重視した結果，１人では考えられなかったことに気付くことができた。特に今回取り扱う電子部
品は今まで見たこともない未知な要素も含まれていたが，生徒の学習の振り返りなどから，この
学びから身の回りの電気機器にも興味を示し，機器に対する保守や点検などの学習にも結びつ
くことができたと思われる。対話的な授業を展開し，互いの生徒及び教師と対話する中で，多様
な視点で学び合い，課題解決を目指した体験的な学習を実施することができた。これらの結果は，
技術科の授業において生徒の学習意欲や実習に対する意識など心理的側面を把握することを可
能とし，技術科教員がよりよい技術科の授業改善をする上で基礎的な知見になると思われる。こ
れらの授業実践から，技術科の授業（小学校のものづくりも含む）において，「将来，役に立つ」
という将来の生活とのつながりを明らかにすることで感じる学習の意義が，生徒にとって学習
を定着するうえで重要であることへの知見を得ることができた。 
➁ 中学校教員及び教員養成課程の学生を対象とするワークショップ及び講演会を開催した。「21
世紀型能力」の育成を目指した技術科の主体的な学びを促し，対話的で深い学びにつながるカリ



キュラム開発について大学院生，学部生，大学教員，京都府・京都市の中学校教員，附属中学校
教員などに加えて，本学を目指している高校生の参加により，いろいろな立場での意見交流を行
うことができた。 
➂ タイ・バンコクから Dr．Narong Mungkung（KMUTT）を招聘し，Application of STEM Education 
for 21st Century Skill Development というテーマで講演を行った。さらに研究分担者の安東
茂樹先生が，「技術科教育の必要性～これからの時代に求められる資質・能力とは～」というテ
ーマで講演を行った。 
 
 以上，「21 世紀型能力」に着目し，生徒が自ら課題を発見し，主体的・協働的に知識やスキル
を活用し，課題への最適解をつくり出すような課題解決に取り組む能力の育成を目指した授業
を試みることができた。 
今後の課題として，技術科教育における「資質・能力」育成のため，中学生と高校生（中学 校

技術科を既習）に「学びの意義」を意識させることに着目して，課題発見・解決学習のカリキュ
ラムを開発し，その有効性を明らかにすることである。そして，開発した授業モデルで，単元（題
材）のどの授業のどの学習場面においても，生徒が「学びの意義」を感じながら学習を進め，学
習の喜びを感じるようにすることが大切であると考える。さらに「学びの意義」を生徒に実感さ
せるため，題材による学習，毎時間の各学習活動がそれぞれつながっていることを認識させ，附
属学校での授業モデル実践後は，パイロット校での実践，さらには公立学校にも広く啓発してい
きたいと考える。 
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